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2012.09.11 

 

期日： 平成２４年９月９日（日）        場所：  愛知県 蒲郡市 海陽ヨットハーバー 

レース概要： 参加ヨット数 ＯＰ級   ５０艇（ゴールド、シルバー、ブロンズ クラス） 

              スループ級 １４艇（ＦＪ）            計 70 艇 

       選手数 ８４名   役員 ３７名   支援者 約９0 名     計 約２１0 名 

クラブブログ：http://kaiyoh2club.blogspot.jp/2012/09/tear-story.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共同主催      愛知県ヨット連盟             海陽海洋クラブ 

 

後  援   蒲郡市                      蒲郡市教育委員会             蒲郡ヨット連盟 

公益財団法人愛知県都市整備協会                            日本ＯＰ協会   

 

協 力   蒲郡市拾石町 郷土芸能『拾石ちゃらぼこ太鼓保存会』  

なごやジュニアヨットクラブ        丸玉セーリングクラブ 

     静岡県セーリング連盟 浜名湖ジュニアヨットクラブ        

（海陽ヨットハーバー指定管理者） 

K２ 

 

蒲郡の郷土色豊かな“ちゃらぽこ太鼓”が鳴り出すと 各地から馳せ参じたＯＰ艇が、幅広のスロープから一斉に三河の海に出艇します。 

シングル級  6艇（シーホッパーＳＲ，レーザーラジアル）  

http://kaiyoh2club.blogspot.jp/2012/09/tear-story.html


オーナー 水野幸夫 氏 

玉山セーリングクラブ 

なごやジュニアヨットクラブ 

すなめり グループ 

海陽海洋クラブ 

浜名湖ジュニアヨットクラブ 

愛知県ヨット連盟 

海陽海洋クラブ 

大 会 運 営 ボランティア 

 

大会委員会   会 長 ： 森 信和 

レース委員会  委員長： 本多 哲也 

A 海面 海上本部：          水野 幸夫    荒川 渡     松原 淳裕   

程田 康義    倉橋 麻里 

    １マーク：              玉山 貴章    玉山 稔章    玉山 恵子 

２マーク／ﾌｨﾆｯｼｭ：         真栄平 伸二   平松 孝章     

三上 智春    杉浦 ゆかり 

    ３マーク／ｱｳﾀｰ：          山田 健一朗   石川 徹    関谷 晴彦 

    パトロール A：           村山 典久   杉浦 啓之    鈴木 洋輔 

B 海面 海上本部：         石黒 裕之   村田 慎一 

パトロール B：            神谷 昇   三浦 嘉安     須田 (琵琶湖) 

 

実行委員会  委員長： 倉橋 和裕 

陸上本部 ／ 受付・成績：    村山 美智子  山田 美雪    

松原 清愛    土屋 祥子 

        ／ 会計・弁当手配：  本多 三奈    程田 淳子   

村田 恵子 (かき氷 もてなし隊)   

        ／ 救護 ：        三上 千草 

         

プロテスト委員会 委員長：水野 秀輝   

小野内 健太  杉山 秀二 

ジュリー艇： 

 

 

                                         参加賞 

グランパスＪｒ． 

一歩 

丸玉丸  

すなめり 

VSR 

グランマム 

クリスティーナ 

県連２号 



兼 第４５回 日本オプティミストセーリング選手権 大会枠予選 

 

   

 

 

参加艇種：  （Ａ海面）ＯＰ ①ｺﾞｰﾙﾄﾞ②ｼﾙﾊﾞｰ ④レーザーﾗｼﾞｱﾙ・シーホッパーSR ⑤FJ  (④⑤を ＯＰ以外 と言う） 

       （Ｂ海面） ＯＰ ③ブロンズ    

1.   規  則                                                                 

1.1     （A 海面）出場クラスは「セーリング競技規則 2009-2012」に定義された規則を適用する。 

1.2 規則 61.1(a)に、『抗議しようとする艇は、フィニッシュ後直ちにフィニッシュ・ラインに位置する 

レース委員会艇に、被抗議艇のセールナンバーを伝えなければならない。』を追加する。 

1.3     （B 海面）出場クラスは「入門競技規則」を適用する。 

2.   選手への通告                                                                   

 選手への通告は芝生広場の南に設置された公式掲示板に掲示する。 

3.   帆走指示書の変更                                                               

 帆走指示書の変更は、その日最初のレースのスタート 60 分前までに掲示する。 

4.    陸上で発する信号                                                          

4.1      陸上で発する信号は、芝生広場南に設置された信号ポールに掲揚する。 

4.2  音響 １声と共に掲揚される 『 D 旗 』は、「予告信号は、D旗の掲揚後２０分以降に発する。 

艇は、この信号が発せられるまで、ハーバーを離れてはならない。」ことを意味する。 

5.   レース日程                                                               

 

 

９月９日（日） 

受 付 ８：００～９：００ 

選手 ・コーチ ミーティング ９：００～９：１５ 

第１レースの予告信号 

 

９：５５      ＯＰ以外 の艇   （Ａ海面） 

10：００       ＯＰ ①ｺﾞｰﾙﾄﾞ②ｼﾙﾊﾞｰ （Ａ海面）    

９：５５      ＯＰ ③ブロンズ （Ｂ海面） 

表彰式  １７：００ ※変更の場合は公式掲示板に掲示する。 

引き続きレースが行われる場合には、次のスタートが間もなく始まることを艇に注意を喚起するために、 

レース委員会の信号艇は予告信号の４分前までに音響 １声と共にオレンジ色旗を掲揚する。 

6.   クラス旗                                                                

Ａ海面 ＝ＯＰ ① ｺﾞｰﾙﾄﾞ ② ｼﾙﾊﾞｰ  『ＯＰマーク旗 』           ＯＰ以外 の艇  『 Ｆ 旗 』 

 

Ｂ海面 ＝ＯＰ ③ ブロンズ  『 B 旗 』 

 

７.   レースエリア                          

 レースエリアは右図の通りとする。 

 

 

 

2012 がまごおり 海と風レース：帆 走 指 示 書  

 

海陽ヨットハーバー 

Ｂ 
Ａ 



８.   コース                                                                

8.1 ＯＰの ① ｺﾞｰﾙﾄﾞ ② ｼﾙﾊﾞｰ 及び ＯＰ以外          8.2      ＯＰの ③ ブロンズ 

 

 

 

 

 

 

          （Ａ海面） 

 

 

                                              （Ｂ海面） 

 

9.    マーク                                                                

9.1 Ａ 海面 １、２、３Ｓ、３Ｐ、は黄色円筒ブイとする。 

9.2 Ｂ 海面 １、２、３、は黄色俵型ブイとする。 

10.   スタート                                                                

10.1  Ａ 海面のスタート・ライン はスタートマーク上でオレンジ旗を掲揚しているポールの間とする。   

10.2 Ｂ 海面のスタート・ライン はレース委員会艇のオレンジ旗を掲揚しているポールと 

オレンジ色球形ブイの間とする。 

10.3 スタート信号後 ４分より後にスタートする艇は、「スタートしなかった艇（DNS）」として記録される。  

これは付則 Ａ４を変更している。 

11.  コースの次のレグの変更                                                     

 スタート後に、マーク２ およびマーク３ の位置を変更する事はない。 フィニッシュ・ ラインに 

ついてはその位置を変更することがある。 

12.  フィニッシュ                                                             

フィニッシュ・ ラインは オレンジ色球形ブイと、レース委員会艇のオレンジ旗を掲げたポールの間 

とする。 

13.  タイムリミット                                                            

先頭艇フィニッシュ後１５分とする。 

14.  ペナルティー方式                                                          

Ａ 海面は付則 Ｐ を適用し、 Ｂ 海面は「入門競技規則」を適用する。 

15.  抗議と救済要求                                                          

15.1 抗議書は、陸上本部で入手できる。 

15.2 それぞれのクラスに対して、抗議締切時間は、最終レース終了後、５０分とする。 

16.  得 点                                                                  

16.1 付則 Ａ の低得点方式を適用する。 

16.2 本大会は、１ レースをもって成立とし、最大５レースとする。 

16.3 ４レース以上が完了した場合、艇のシリーズの得点は、最悪得点を除外したレース得点の合計とする。 

16.4 レーザーラジアルと シーホッパーＳＲは 同一艇種として扱い、ハンディキャップは なしとする。 

 

スタート 

フィニッシュ 

 

 

 

1 

3 

2 

 



17.  安全規定                                                              

17.1 選手は、出艇前および帰着後すみやかに用意された申告用紙に出艇または帰着のサインをすること。 

17.2  レースからリタイアする艇は、できるだけ早くレース委員会 またはレスキュー艇に伝えること。 

17.3 選手は離岸から着岸まで、ライフジャケットを着用すること。 

18.  装備と計測のチェック                                                              

 艇や装備は、クラス規則と帆走指示書に従っている事を確認する為、いつでも検査される事がある。 

19.  運営艇および支援艇                                                              

19.1 運営艇および 支援艇の標識は、次のとおりとする。 

   

レース委員会の信号艇       海陽海洋クラブ旗 

  レース委員会艇 （パトロール艇も含む） ピンク旗   

プロテスト委員会艇  白地に黒字で JURY と書かれた旗 

支援艇 ハーバーから支給される黄色い三角の出艇旗 

 

19.2 支援艇は、陸上・海上を問わずレース委員会の指示に従うこと。   

19.3 支援艇は 非常の場合や悪天候に対して 警戒が必要で、かつレース委員会艇に『Ｚ旗』を 

掲揚した場合には、レスキュー艇として救助活動に協力すること。 

20.  主催者責任の否認                                                          

選手は自分自身の責任でレースに参加する。 規則４の［レースすることの決定］を参照。 また、主催

団体は、大会の前後、期間中に生じた物理的損害または身体傷害もしくは死亡によるいかなる責任も

負わない。 

 

レレース 信 号                                                                                 

延期信号 

 

 

  

 

 

 

                        

中止信号            準備信号 

 

 
 

 

リコール信号                         コース短縮              次のレグの変更 

 

 

        

↑●● ↓● 

回答旗 スタートしていないレ

ースを延期する。 予告信号

は、降下の 1 分後に発する。 

↑●●  

Ｈ旗の上に回答旗 スタ

ートしていないレースを

延期する。 これ以降の

信号は陸上で発する。 

↑●●  

Ａ旗の上に回答旗 スタ

ートしていないレースを

延期する。 本日はこれ

以上レースを行わない。 

↑●●● ↓● 

スタートしたすべてのレースを中止する。  

スタートエリアに戻れ。予告信号は、 

降下の 1 分後に発する。 ↑● ↓― 

Ｐ旗 準備信号。 

↑● ↓― 

Ｉ 旗 規則 30.1 を適用する。 

↑●  

Ｘ旗 個別リコール。 

↑●● ↓● 

第 1 代表旗 ゼネラルリコール 

予告信号は、降下の１分後に発する。 

↑●●  

Ｓ旗 コースは短縮された。 

規則 32.2 を適用する。 

－－－－－－ 

Ｃ旗 次のマークの 

位置を変更した。 

↑● ↓― 

黒色旗 規則 30.3 を適用する。 

 

K２ 

ＪＵＲＹ 



 入門競技規則  Ver.2012.02                                      

 

用語の解説 

風上と風下： メインセールの出ている側を、艇の風下側という。その反対側を風上側という。 

ポートタックとスターボードタック： 艇は、その風上側に応じて、ポートタックまたはスターボード 

タックにあるという。 

アドバイザー： 競技者がルールを理解するのを助けるために、また、必要な場合には艇に 

ペナルティーを与えるために、レース主催者に指名された人。 

 

基本規則 

1. スポーツマンシップの原則に従わなければならない。 

2. 他の艇と衝突しないよう努力しなければならない。 

 

艇が出会った場合の規則 

3. 自分と相手艇が反対タックの場合、自分がポートタックなら、スターボードタックの 

相手艇を避けなければならない。 

4. 自分と相手艇が同一タックの場合、また次の場合は自分が相手艇を避けなけれ 

ばならない： 

(a) 相手艇が自分の前にいる場合、または、 

(b) 相手艇が自分の風下側にいる場合。 

5. スタート後に、マークまたは避ける必要がある物体に自分と相手艇が近づいている 

場合で、相手艇がそのマークまたはその物体と自分との間にいる場合には、自分と 

同じ側を安全に通過するための十分なスペースを相手艇に与えなければならない。 

ただし、風上マークで両艇が反対タックの場合には、この規則は適用しない。 

6. 相手艇が自分を避ける必要があるときに、自分がコースを変更する場合には、 

自分を避けるための十分な機会を相手艇に与えなければならない。 

 

その他の規則 

7. スタート信号の時には、スタート・ラインより後ろにいなければならない。 

8. スタート信号後は、レース主催者が説明したコースを帆走しなければならない。 

9. パドリング、スカリング、ロッキング、パンピングによる推進方法の違反をして 

はならない。 

10. もし違反をしてしまったら、一回のタックと一回のジャイブをして一回転の 

ペナルティーを行わねばならない。 

  この時は他の艇を避けていなければならない。 

11.自分または他の艇が規則に違反したと思った場合や、レース中のどんな場面でもそのとき適用される 

規則がはっきりと分からなかった場合には、そのとき起こったことをレース後に 

アドバイザーに説明しなければならない。その場合、アドバイザーは、規則に違反した艇の得点に２点を加えることがある。

その違反が重大な場合には、それ以上に得点を加えることもある。 

 

 

レース主催者の責任 

(a) 公正で、楽しく、安全なレースを運営すること。 

(b) スタート信号の手順、スタート・ラインとフィニッシュ・ライン、帆走するコースと回航するマークについて、 

すべての競技者に伝えること。 

(c) フィニッシュ順位と同じ得点を各艇の得点として記録すること（必要な場合にはハンディキャップの調整をして）。 

(d) レースの規則と手順についてのアドバイザーを指名すること。 

風向 

風上側 

風下側 

スターボ 

タック 

ポート 

タック 

ﾎﾟｰﾄ・ﾀｯｸの青艇はｽﾀｰﾎﾞ・ﾀｯｸ 

の黄艇を避けなければならない。 

黄艇は青艇にﾏｰｸを通過するため

のｽﾍﾟｰｽを与えなければならない。 

次のマーク方向 



 

2012がまごおり海と風レース  レ ー ス 公 示  2012.08.15 

 

期日：平成２４年９月９日（日）／ 場所：海陽ヨットハーバー ／ 共同主催：海陽海洋クラブ、愛知県ヨット連盟  

後援：蒲郡市、 蒲郡市教育委員会、 蒲郡ヨット連盟、公益財団法人愛知県都市整備協会、日本ＯＰ協会、 

 

1.   規  則                                                                 

1.1      A海面出場クラスは「セーリング競技規則 2009-2012」に定義された規則を適用します。 

1.1.1 RRS61.1(a)に、『抗議しようとする艇は、フィニッシュ後直ちにフィニッシュ・ラインに位置するレース 

委員会艇に被抗議艇を伝えなければならない。』を追加します。 

1.2      B 海面出場クラスは「入門競技規則」を適用します。 

2.   クラス分け・資格及び参加                                                                   

2.1 ＯＰはＡ海面の ① ゴールド、② シルバー、Ｂ海面の ③ ブロンズのフリートに分かれます。 

2.2 ＯＰ以外 は、高校生、中学生を対象とした④レーザーラジアル、シーホッパーＳＲ（シングルハンド） 

⑤ ＦＪ（スループ）とします。 

2.2.1 ＯＰ以外 のエントリー総数を先着３０艇とします。（スタート・ラインの長さを OP優先とするため。） 

2.2 ＯＰの ②シルバーは、全日本未出場者と、全日本成績が下位（100 位以下とする）の選手を対象と 

しています。 ただし、エントリー状況によりこの目安を変更する場合があります。 

（これは A クラスにあがったばかりの人たちの やる気を喚起するためのクラス分けの試みです。） 

2.3       ＯＰの ① ゴールド、② シルバーは 2012年度の ＪＳＡＦ会員 および 日本ＯＰ協会会員 であること。   

2.4    大会ウェブサイト（https://sites.google.com/site/kaiyoh2club/Home）から入手した申込書類に必要事項を記入し 

メールで下記に２０１２年９月２日（日）までに申し込むことにより参加ができます。  

レガッタ事務局 ／倉橋和裕 気付  ｅ-ｍａｉｌ  carkun@mb.infoweb.ne.jp    

3.   参加料                                                               

3.1  ＯＰ    3,000 円 （ただし、当日持込艇の艇置き料、給水施設利用料を含みます。） 

3.2  ＯＰ以外  選手１名に付き 1,000円 （ただし、艇置き料、給水施設利用料を含みません。） 

3.3       参加料は当日の大会受付時にお支払いください。 

4.   大会のスケジュール                                                    

 

 

９月９日（日） 

受 付 ８：００～９：００ 

選手 ・コーチ ミーティング ９：００～９：１５ 

第１レースの予告信号 

 

９：５５    ＯＰ以外の艇   （Ａ海面） 

10：００    ＯＰ ①ｺﾞｰﾙﾄﾞ②ｼﾙﾊﾞｰ （Ａ海面） 

９：５５     ＯＰ ③ブロンズ （Ｂ海面） 

表彰式  １７：００ ※ 

    ※表彰式を遅滞なく進めるために、変更の場合にはレース終了後、公式掲示板に掲示します。  

 

5.   帆走指示書                                                           

事前に大会ウェブサイトから入手できます。 

6.   レースエリア                                                                    

  レースエリアは帆走指示書の図の通りです。 

7.   コース                                                              

         コースは帆走指示書の図の通りです。   

 

8.   ペナルティ方式                                                          

8.1 ＯＰの①ゴールドと②シルバー及びＯＰ以外、付則Ｐ（オンザウォータージャッジ）を適用します。 

8.2 ＯＰの③ブロンズは「入門競技規則」を適用します。 

9.   得  点                                                                

9.1  全５レースを予定しますが、シリーズの成立には、１レースを完了する事が必要です。   

9.2 ４レース以上が完了した得点集計は、最悪の得点を除外したシリーズ得点の合計とします。 

9.3 レーザーラジアル、シーホッパーＳＲは同一艇種として扱い、ハンディキャップはなしとします。 

兼 第４５回 日本オプティミストセーリング選手権 大会枠予選 

https://sites.google.com/site/kaiyoh2club/Home


  

■  支援艇持ち込みは各自でハーバー管理事務所に申し込み／支払いをしてください。 

 

 

10.   賞                                                                   

10.1     Ｏ Ｐ  ① ゴールド   ＝ 優勝 ～ ５位 ＝ 賞状 及び 副賞 

② シルバー  ＝ 優勝 ～ ５位 ＝ 賞状 及び 副賞 

③ ブロンズ   ＝ 優勝 ～ ５位 ＝ 賞状 及び 副賞 

     順位未定                    ＝ サプライズ賞 （実行委員会により決定） 

10.2   ④ レーザーラジアル、シーホッパーＳＲ および ⑤ FJ ＝  上位に賞状 及び 副賞  

10.3  ただし、①～⑤までの全クラスについて、参加艇数が少ない場合は変更される場合があります。 

10.4  全日本への推薦 ＝ Ａ海面レースのＯＰ上位を、２０１３年に開催予定される、第４５回全日本オプティミスト級 

セーリング選手権の大会枠を取得できるよう日本ＯＰ協会に申請します。 

11.  主催者責任の否認                                                          

11.1       このレガッタの競技者は自分自身の責任でレースに参加します。 規則４の［レースすることの決定］を 

   参照してください。 

11.2  主催団体は、レガッタの前後、期間中に生じた物理的損害または身体傷害もしくは死亡による 

いかなる責任も負いません。 

12.  チーム支援艇 及び レスキュー艇                                                          

12.1     チーム支援艇は主催者から管理された艇のみが許可されます。 

12.2 レース中は、コースエリアから余裕を持って離れまた、レース中以外でも、陸上・海上を問わず、 

レース委員会のコントロールに従ってください。 

12.3 非常の場合や悪天候に対して警戒が必要で、かつレース委員会から指示があった場合には、 

レスキュー艇としての活動にご協力ください。 

12.4 チーム支援艇及びレスキュー艇の代表者は招集があれば救助体制ミーティングに出席して下さい。 

 

 

その他の案内   

■ 問合せ先                  ①参加申し込み先の レガッタ事務局、倉橋和裕 携帯 090-5610-5450 

または②荒川渡 携帯 090-8472-6967 メール ａｒａｋａｗａ＠ｓｐｉｃｅ.ｏｒ.ｊｐ 宛  

■ ＯＰ-A海面               参加艇の選手育成の主旨で、①ゴールドと②シルバー事前に選択していただきます。  

ゴールドとシルバーはスタートからフィニッシュまで同時にセーリングし、総合で 

順位をつけ、別々に表彰を行います。従って、ゴールドの上位５位以内にシルバーの 

選手が記録される可能性もあります。   

■ ＯＰ-Ｂ海面        ＯＰブロンズにエントリーするガイドラインとして、この大会では以下を奨励します。   

（１）１２歳以下。 

        （２）セーリング経験が２シーズン以下。 

※ このガイドラインは、１５歳以下ならばどのレース出場も可能とのクラスルール 

を否定するものではありません。 

■ 強風時の安全       公正で、楽しく、安全なレース運営を心掛けたいと思っています。どこまでが楽しくて、 

どこからが危険なのかは個々の選手の技術差により別れる所なので、指導者の方は 

雰囲気に呑まれることのない冷静な判断により、不適切な選手には強風辞退の 

ご指導をよろしくお願いします。 

■ Ｂ海面           Ｂ海面は堤防からの観戦を意識した、陸に近い海面を予定しています。 ただし、南風 

        が強い場合には堤防からの反射波でコンディションが悪くなる可能性があります。 

■ 昼  食           各自で準備して下さい。 昼食が、海上となるか、陸上となるかは出艇時、或いは海上 

        にて指示します。 ただし、ＯＰ③ブロンズは、陸上にて昼食とします。 

■ 宿  泊           参考までに、以下をお知らせします。申し込み支払いは各自の責任にてお願いします。 

 

亀の井イン TEL  0533-58-2000  蒲郡市 大塚町 ／   海岸荘    TEL 0533-68-3388     蒲郡駅前南  

三長      TEL 0533-68-3145   蒲郡市 三谷町 ／   ホテル蒲郡 TEL 0533-68-1300     三河三谷駅北 

             王将     TEL 0533-69-6527   蒲郡駅前南 

 



  

エントリーリスト ＯＰ ゴールド    

● 2902 神谷 仁      ● 2877 三浦 凪砂      静岡県セーリング連盟浜名湖ジュニアクラブ 

 

● 3115 前野 達郎    ● 2955 続木 茄可    ● 3270 西村 宗至朗    

● 2836 藤原 達人    ● 3158 蔵田 翔也     ● 2807 抜井 理紗           

        B&G 兵庫ジュニア海洋クラブ 

  

   ● 3260 石川 航      ● 3083 大橋佳佑      (不参加) 3258 蜂須賀 晋之介 

なごやジュニアヨットクラブ 

● 2842 菅沼 汐音                   千葉ヨットビルダーズクラブジュニア 

 

● 3218近藤 海斗      ● 3012西尾 拓大           和歌山ジュニアヨットクラブ 

 

● 3257 玉山 裕登       ● 3011 玉山 義規              丸玉セーリングクラブ 

 

● 3226 倉橋 知央       ● 3269 村山 航大       ● 3022 本多 佑基     

● 3238 杉浦 涼斗      ● 2862 倉橋 直暉        ● 3084 松原 穂岳                 

                              海陽海洋クラブ 

ＯＰ シルバー  

◆ 3108 河合 悠太   ◆ 2883 岡村 太揮   ◆ 2859 鈴木 亮太朗 

静岡県セーリング連盟浜名湖ジュニアクラブ 

 

      ◆ 3163 水田 隆文    ◆ 2948 佐々木マールトン星和        B&G 兵庫ジュニア海洋クラブ 

 

◆ 2689 尾藤 太宇   ◆ 3216 竹村 和美                     Ｂ＆Ｇ伊丹海洋クラブ 

 

◆ 2809 玉田真也    ◆ 2880 西村 智樹    ◆ 2879須田 英実子   

琵琶湖ジュニアヨットクラブ 

 

◆ 3111 玉山 雄大                                    丸玉セーリングクラブ 

 

◆ 3018 野々村 陸大                                         清水ヨットスポーツ少年団 

 

◆ 2634 程田 凌羽    ◆ 2935 三上 大智       ◆ 2944 山田 大夢 

                                                     海陽海洋クラブ 

ＯＰ ブロンズ  

▼ 2986 磯辺 壱心                               B&G 兵庫ジュニア海洋クラブ 

 

▼ 3217 大倉 滉平   ▼ 2665 森 皇翔    ▼ 88 森 美遥         Ｂ＆Ｇ伊丹海洋クラブ 

   

      ▼ 2805 藤原 光希   ▼ 2957 須田 智也                 琵琶湖ジュニアヨットクラブ 

   

▼ 2200菅沼 澪音                            千葉ヨットビルダーズクラブジュニア 

 

      ▼ 2868 冨田 堅心    ▼ 2499 関谷圭弘     ▼ 2498 小西 航平    

（不参加） 2488 蜂須賀 啓介                          なごやジュニアヨットクラブ  

 

▼ 893 山田 冬聖    ▼ 2599 村田 恵里    ▼ 151杉浦 ふう華       海陽海洋クラブ 

 



winner 

シングルハンド ● 13716内田 健太                        B&G兵庫ジュニア海洋クラブ 

● 154570西尾 勇輝    ● 150154松浦 高宏       和歌山ジュニアヨットクラブ 

                 

● 12901 兼子 えみ                         清水ヨットスポーツ少年団 

 

● 12484 土屋 渚                                 海陽海洋クラブ 

 

● 13660 石川 颯来                           碧南セーリングクラブ 

スループ 

● 1302 荒川球登／水野匠    ● 1152 矢野紗也／岡崎好志   ● 1128 田中彩水／内藤風香 

● 938 松村健剛／曽我奎人  ● 821 北島稜太郎／樹神滉志  ● 302 稲吉龍太郎／鈴木空 

 

● 1023 鈴木康平／秋元俊佑  ● 128 杉浦悠也／酒井幹人   ● 118 岩月大空／坂口拓巳 

 

●  No.less 兵藤隆史／村松甲                             碧南セーリングクラブ 

 

● 1164 白井 勝悟／柴田 恵哉     ● 1186 林 詔 ／三谷 優輔 

 

● 1190 石黒 武志／口野 優也     ●1127 高木 航／洞田 功太郎          蒲郡東高校 

 

ＯＰ ゴールド    優勝  神 谷 仁 

                2 位 西村 宗至朗      3 位 玉山 義人 

4 位 藤原 達人       5 位 本多 祐基 

ＯＰ シルバー     優勝 野々村 陸大 

                2 位 佐々木マールトン星和   3 位  玉田真也 

4 位 山田 大夢      5 位  岡村 太揮 

ＯＰ ブロンズ     優勝   磯辺 壱心 

                2 位 冨田 堅心        3 位  関谷圭弘 

4 位 藤原 光希        5 位  山田 冬聖 

サプライズ賞       ビンゴ抽選会にて決定 

シングルハンド    優勝 西尾 勇輝 

                2 位 松浦 高宏      3 位  兼子 えみ 

       優勝 スキッパー 稲吉 龍太郎 クルー 鈴木 空  スループ

             2 位 スキッパー 田中 彩水   クルー 内藤 風香 

３位 スキッパー 荒川 球登     クルー 水野 匠 

受 賞 者 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


